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ISICO  （公財）石川県産業創出支援機構からのお知らせ

相談場所■小松商工会議所

経営相談

  ☎0761-21-3121
ご相談は無料です。ご相談の秘密は厳守します。

専門家によるアドバイスも受けられます。

【経営】

【被災復旧について】

【特許・商標】

【労務管理】

☎0761-21-3121
（小松商工会議所経営支援課）

悩みを抱えたままにしていませんか?

金融（融資）相談
※随時対応しております。

受付時間（月）～（金）9:00～16:00
（小松商工会議所経営支援課）

事業に
関する

今月の利率
（令和6年11月20日現在）

（1）

（600）
1件

600万円

■マルケイ資金（内コロナ）
無担保・無保証人
2,000万円（1,000万円）
・利率 1.45％
・期間 設備10年・運転7年

0件

0万円

1件

2,500万円

■創業者支援融資
原則無担保
2,000万円
・利率 1.7％以内
・期間 7年（運転5年）

■小口零細（創業者分含）
原則無担保
2,000万円
・利率 1.7％以内
・期間 7年（運転5年）

■経営安定支援融資（一般分）
8,000万円（運転資金）
・利率 1.6％以内
・期間 7年

0件

0万円

■経営安定支援融資（資金繰り支援分）
8,000万円（運転資金）
・利率 1.3％以内
・期間 7年

8件

12,381万円

■地域商工業活性化融資
5,000万円（特認2億円）
・利率 1.8％以内
・期間 5年～15年

（期間10年超の場合は、変動金利）

その他、石川県制度融資の
詳細はこちらから

2件1,000万円
創業者分

0件 0万円
女性若者シニア分

4件2,000万円
零細分

予約制

記帳・税務
相談

小松法律相談センター

日時：12月5日､12日､19日
         （毎週木曜日）
         13:00～15:50

☎076-221-0242
小松法律相談センターにてご予約ください。
（金沢弁護士会）

日　時：12月18日（水）
　　　　10:00～16:00
専門家：北陸税理士会 小松支部 派遣税理士

☎0761-21-3121
（小松商工会議所経営支援課）

・各種補助金や支援策に関する経営
相談窓口を設置しています。

資金繰り安定のため
金融支援制度を利用したい。

本所では能登半島地震に関する事業者向け支援制度を
はじめ専門スタッフがあらゆるご相談に応じております。
ご相談の際は、事前にご連絡をお願いします。

・補助金について教えて欲しい。

・特許や商標登録について検討し
ている。

・海外に製品を出したい。
・保証債務の問題で困っている。
・取引先が倒産した。

・雇用・労務に関する相談をしたい。
※ご相談内容によっては、専門家派遣事業に
て対応または専門機関をご紹介しております。

令和6年度（10月末
まで）認定実績

予約制

・会社の経理や税務についてわからないことがある。
・消費税について教えてほしい。

金融情報 令和6年能登半島地震に関する事業者向け情報 令和6年11月20日時点
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分類 制　　　度 概　　　要 お 問 合 せ 先受付締切補助金上限額

専門家派遣制度のご案内
経営課題の解決を支援する専門家を派遣します!

経営力強化総合支援
アドバイザー派遣事業

なりわい再建
支援補助金

設備や施設の復旧整備に係
る経費を補助。

15億円
補助率：3/4

石川県なりわい
再建支援
補助金HP

随時受付
県

小規模事業者
持続化補助金
（災害支援枠）

被災小規模事業者による販
路開拓等の事業再建に向け
た取り組みを補助。

200万円
補助率：2/3

小規模事業者持続化
補助金
災害支援枠（令和6
年能登半島地震）
HP

6次：未定

国

なりわい再建
支援補助金
上乗せ

100万円
補助率：2/15
（中堅企業等は1/5）

令和７年
3/31

市
小松市経済環境部
商工労働課
☎0761-24-8074

県のなりわい再建支援補助
金に最大で100万円上乗せ
補助。

小規模事業者
事業継続支援
補助金

100万円
補助率：2/3 随時受付

県
石川県小規模
事業者事業継続
支援補助金HP

国の小規模事業者持続化補
助金（災害支援枠）に最大
で100万円上乗せ補助。

小規模事業者
持続化補助金
（災害支援枠）
上乗せ

30万円
補助率：3/20
以内

令和７年
3/31

小松市経済環境部
商工労働課
☎0761-24-8074

国の小規模事業者持続化補
助金（災害支援枠）に最大
で30万円上乗せ補助。

市

厚生労働省
業務改善助成金HP業務改善助成金

厚生労働省
HPをご確認
ください

12/27

事業場内で最も低い賃金を
引き上げ、設備投資等を
行った中小企業・小規模事
業者等にその費用の一部を
助成。地震の影響で破損し
た設備を更新する場合でも
利用可能。

国

中小企業者
持続化補助金
（災害支援枠）

200万円
補助率：1/2 4次：未定

公益財団法人
石川県産業創出
支援機構HP

被災中小企業者による販路
開拓等の事業再建に向けた
取り組みを補助。

県

事業承継円滑化補助金
 

派遣対象
活用事例

費 　 用
派遣回数

企業の様々な経営課題に対
処するために専門家を派遣
する制度で、企業の状況や
ニーズに応じたきめ細かな
サポートを実施します。

県内企業に蓄積された優れた技術やノウハウを次世代に引き継ぎ、安定的な雇用を確保するため、県内企業が円滑
に事業承継を推進する際の専門家の活用経費を支援します。

譲渡側は石川県内に本社若しくは、主たる事
業所を有する中小企業者
譲受側は県内中小企業の当該事業を引き継ぐ
者（事業を引き継ぐ創業予定者、法人、個人事
業主、親族、従業員等）
※ただし、令和6年4月1日～令和7年2月28日ま
での間に事業承継を完了すること

本補助金の公募要領や提出書類など
は、右のQRコードを読み取り、表
示されるURLよりダウンロードする
ことができます。

まずは、商工会議所
にご相談を

課題を整理し、専門
家を選定し、申込み

専門家と経営指導員が
訪問し、アドバイス

取組み、改善状況の確認、
フォローアップ支援

小松商工会議所会員、小松商工会議所管内に事業所を有する中小企業または創業予定者
◯原油・原材料価格の高騰で仕入れ値が上がっている中でも、収益を確保したい　◯新分
野進出や、新商品開発をしたい　◯ウェブの強化や、新規取引先を開拓したい　◯生産性
向上による収益改善に取り組みたい
無料
以下の企業は回数制限なし（その他の企業は3回まで）
①再生支援のため派遣を受ける企業　②事業承継のため派遣を受ける企業　③令和6年能
登半島地震により被害を受けた企業

【お問合せ先】
小松商工会議所経営支援課　☎0761-21-3121公益財団法人

石川県産業創出支援機構
コンサルティング事業部
経営支援課
TEL: 076-267-1244
※受付時間：9時～12時、13時～17時
（土日祝を除く）

お問い合わせ補助対象者

補助上限額

補　助　率

50万円

募集締切:令和7年1月31日（金）

12以内 専門家派遣
の流れ

※随時受付（申請額が予算の上限に達し次第終了）
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補助金情報
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小松商工会議所 2024.123

中小企業相談所コーナー・ISICOコーナー
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9月
【厚生労働省発表】 有効求人倍率完全失業率【総務省発表】

全 国

石 川 県

完全失業者数

全 国

石 川 県
ハローワーク
小 松 管 内

金沢 白山 七尾 加賀 輪島1.63倍 1.93倍 1.22倍 1.76倍 1.06倍

（前月2.5％）

（4～6月期）

（前月181万人）

2.4％

1.7％

173万人

1.24倍

1.53倍

1.13倍

（前月1.23倍）

（前月1.47倍）［原数値］

（前月1.10倍）［原数値］

全産業合計
の業況DI値

月の

▲17.2

【DI】=（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）

全産業

前年同月比 先行見通し

とくに好調

50≦DI 25≦DI＜50

好調

0≦DI＜25

まあまあ

DI＜▲25

きわめて不振

北陸・信越

▲25≦DI＜0

不振

全　国 全　国北陸・信越

 ▲10.5  ▲15.2  ▲15.1  ▲18.0

詳しくはこちら▶日本商工会議所ホームページ【https://cci-lobo.jcci.or.jp/】

景況天気予報 LOBO
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●
全
産
業
合
計
の
業
況
Ｄ
Ｉ
は
、

▲
17
･
2（
前
月
比
▲
3
･
1
ポ
イ
ン
ト
）

　小
売
業
は
、
消
費
者
の
買
い
控
え
が
重

く
、
悪
化
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
業
は
、
秋
の

行
楽
シ
ー
ズ
ン
で
宿
泊
業
は
堅
調
な
一

方
、生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
等
が
下
押
し
し
、

悪
化
し
た
。
ま
た
、
卸
売
業
は
、
小
売
業
・

サ
ー
ビ
ス
業
か
ら
の
引
き
合
い
減
少
に
加

え
、
農
畜
産
水
産
物
関
係
で
は
天
候
不
順

に
よ
る
価
格
高
騰
で
収
益
悪
化
も
見
ら

れ
、
悪
化
し
た
。
建
設
業
は
、
資
材
価
格

の
高
騰
や
住
宅
関
連
の
受
注
不
振
で
、
悪

化
し
た
。
製
造
業
は
、
自
動
車
関
係
が
け

ん
引
し
、
改
善
し
た
が
、
小
幅
に
留
ま
っ

て
い
る
。

　原
材
料
・
電
気
代
の
高
騰
や
最
低
賃
金

の
引
上
げ
等
、コ
ス
ト
増
が
続
い
て
い
る
。

ま
た
、
深
刻
な
人
手
不
足
の
中
、
人
材
確

保
に
向
け
た
賃
上
げ
等
を
行
っ
て
い
る
も

の
の
、
価
格
転
嫁
は
十
分
に
追
い
つ
い
て

お
ら
ず
、
中
小
企
業
の
業
況
は
再
び
悪
化

に
転
じ
た
。

●
先
行
き
見
通
し
D
I
は
、

▲
15
･
1（
今
月
比
＋
2
･
1
ポ
イ
ン
ト
）

　電
気
・
ガ
ス
代
へ
の
補
助
な
ど
が
見
込

ま
れ
る
新
た
な
経
済
対
策
や
、
高
い
賃
上

げ
に
伴
う
冬
の
賞
与
増
加
に
よ
る
消
費
拡

大
へ
の
期
待
感
が
う
か
が
え
る
。

　一
方
、
長
引
く
物
価
高
の
中
、
実
質
賃

金
が
再
び
マ
イ
ナ
ス
転
換
し
、
個
人
消
費

の
低
迷
が
景
気
回
復
の
足
か
せ
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
コ
ス
ト
増
や
人
手
不
足
、

価
格
転
嫁
の
遅
れ
等
、
経
営
課
題
は
長
期

化
し
て
お
り
、
中
小
企
業
の
先
行
き
は
力

強
さ
に
欠
け
る
。

●
北
陸
信
越
の
動
向

　北
陸
信
越
は
、
改
善
。
サ
ー
ビ
ス
業
で

は
、
観
光
支
援
策「
い
し
か
わ
応
援
旅
行
割

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」に
よ
り
観
光
需
要
が
堅

調
に
推
移
し
、
宿
泊
業
を
中
心
に
売
上
・

採
算
が
改
善
し
た
。
飲
食
店
か
ら
は
、
宴

会
・
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
の
受
注
が
好
調
で
あ

り
、
今
後
は
観
光
列
車
へ
の
納
品
な
ど
を

契
機
に
新
規
顧
客
を
獲
得
し
て
い
き
た
い
、

と
い
う
声
が
聞
か
れ
た
。
建
設
業
で
は
、

復
旧
復
興
関
連
工
事
を
含
む
公
共
工
事
が

下
支
え
し
、
売
上
・
採
算
が
改
善
し
た
。

＊DI値（景況判断指数）について
　ＤＩ値は、売上・採算・業況などの項目についての、判断の状況を表す。ゼロを基
準として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回答の割合が多いことを示し、マイ
ナスの値で景気の下向き傾向を表す回答の割合が多いことを示す。したがって売上
高などの実数値の上昇率を示すものではなく、景気感の相対的な拡がりを意味する。

業況DIは、物価高による
消費低迷が続き、再び悪化
先行きは、長引く経営課題多く、
力強さを欠く

「LOBO調査とは」全国の商工会議所のFAXとコンピュータで結んだ早期景気観測調査

書類選考・試験期日等
書類選考の結果、第1次試験に進んでいただくことになります。
（1）第1次試験　令和7年1月18日（土）9:00～（8:30より受付開始）

（2）第2次試験　令和7年2月中旬～下旬（予定）　　
面接試験（第1次試験合格者のみ）
試験場所　小松商工会議所（第1次・第2次共通）
申込受付期間　令和6年12月2日（月）～26日（木）
※持参受付は、土・日・祭日を除く9時～17時までとします。
※郵送は、令和6年12月26日（木）まで（当日消印有効）となり
ます。
提出書類　事前に申込書（本所HPよりダウンロード）を郵送又
は持参してください。
その他、詳細については、本所HPをご確認ください。

採用時期　令和7年4月1日以降
試験職種及び採用人数　総合職2名
受験資格　下記のいずれかに該当する方
【大学卒程度】
平成7年4月2日から平成15年4月1日までに生まれた方で四
年制大学もしくは大学院を卒業又は卒業見込みの方
【職務経験者】
昭和60年4月2日から平成10年4月1日までに生まれた方か
つ職務経験年数が5年以上ある方

小松商工会議所では、新規職員の採用試験を実施いたします。

　小
規
模
企
業
の
個
人
事
業
主
・
会
社
役
員
等
の
退
職
金
制
度

で
す
。
掛
金
は
全
額
所
得
控
除
と
な
り
、
将
来
受
け
取
る
共
済

金
は
、
退
職
所
得
扱
い（
一
括
受
取
り
）又
は
公
的
年
金
等
の
雑

所
得
扱
い（
分
割
受
取
り
）と
し
て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
本
所
経
営
支
援
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　令
和
6
年
10
月
31
日
、
令
和
5
年
度
の
小
規
模
企
業
共
済
の

加
入
促
進
に
尽
力
が
あ
っ
た
と
し
て
、
独
立
行
政
法
人
中
小
企

業
基
盤
整
備
機
構
よ
り
本
所
に
対
し
て
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

本
所
の
令
和
5
年
度
加
入
件
数
は
、
石
川
県
内
の
商
工
会
議
所

や
商
工
会
の
中
で
最
も
多
い
31
件
だ
っ
た
。

　当
日
は
、
中
小
機
構

北
陸
本
部
の
田
中
幸
也

企
画
調
整
審
議
役（
本
部

長
職
務
代
理
者
）よ
り

坂
井
専
務
理
事
に
輪
島

塗
の
盾
が
手
渡
さ
れ
、

坂
井
専
務
理
事
は「
今
後

も
引
き
続
き
小
規
模
企

業
共
済
の
加
入
促
進
や

周
知
に
力
を
入
れ
た
い
」

と
お
礼
を
述
べ
た
。

小
規
模
企
業
共
済
と
は…

小
規
模
企
業
共
済
の
加
入
促
進
で

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
る

小松商工会議所
職員採用候補者試験に
ついて

令和6年度（令和7年度採用）

田中氏（左）と坂井専務理事（右）

　本
所
で
は
、
商
工
会
議
所
法
第
10

条
に
基
づ
き
法
定
台
帳
の
整
備
を
国

か
ら
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
左
記

の
い
ず
れ
か
の
対
象
と
な
る
方
々
に

は
、
12
月
初
旬
に
ご
案
内
を
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
本
趣
旨
を
ご
理
解
頂
き
、

負
担
金
納
入
に
つ
い
て
も
重
ね
て
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
特
定
商
工
業
者
の
対
象

①
常
時
使
用
す
る
従
業
員
数
が
20
人

以
上（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
に
お
い

て
は
5
人
以
上
）の
商
工
業
者（
1
ヵ

月
以
上
雇
用
さ
れ
、
一
般
に「
パ
ー

ト
」「
ア
ル
バ
イ
ト
」等
で
呼
ば
れ
る

方
も
含
み
ま
す
）

②
資
本
金
額
ま
た
は
払
込
済
出
資
総

額
が
3
0
0
万
円
以
上
の
商
工
業
者

お
問
合
せ
先

小
松
商
工
会
議
所

総
務
・
事
業
課

☎（
0
7
6
1
）2
1
・
3
1
2
1

お願い

特定商工業者
負担金の

納入について

申込・問い合わせ　小松商工会議所　総務・事業課　〒923-8566　小松市園町ニ１番地　☎21-3121

受付

SPI3  能力検査・性格検査（択一式）（110分）

8:30～ 8:50

9:00～10:50
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LOBO調査・雇用情報

　上記、「容器」「包装」を使って商品を売ったり、「容器」をつくっている事
業者は、再商品化（リサイクル）の義務を負う可能性があります（但し、小規
模事業者は除きます）。
※【再商品化（リサイクル）の義務】を負う特定事業者に該当するか否かは、公
益財団法人日本容器包装リサイクル協会コールセンターにご相談ください。
　なお、「特定事業者」でありながら、再商品化義務を履行していない場合は、
平成12年4月の「法」の完全施行時まで遡及して義務を履行していただく（再
商品化委託申込を行っていただく）必要がありますのでご注意ください。

　容器包装リサイクル法（以下
「法」という。主務省庁：環境省・
経済産業省・財務省（国税庁）・厚
生労働省・農林水産省）により、

●法律の概要、特定事業者の判断、遡及申込等に関す
る相談は、　　　　　　　　　　　　　　　　　　
公益財団法人日本容器包装リサイクル協会　コール
センター　　TEL:03-5251-4870
●委託申込関係書類の請求は、　　　　　　　　　　
公益財団法人日本容器包装リサイクル協会　オペ
レーションセンター　　　　　　　　　　　　　　
TEL:03-5610-6261　FAX:03-5610-6245
●協会ホームページURL：https://www.jcpra.or.jp
“リサイクル協会”で検索いただくと、再商品化委託
申込に関する情報を掲載しています。

●食品、清涼飲料、酒類、石けん、塗料、医薬品、化粧品等の製造事業者
●小売・卸売業者　　●びん、PETボトル、紙箱、袋などの製造事業者
●輸入事業者（容器や包装が付いた商品の輸入等）
●テイクアウトができる飲食店・通販業者など

小松商工会議所総務・事業課  〒923-8566 小松市園町ニ１  TEL:0761-21-3121

お申込はお済みですか?
申込期間：令和6年12月9日（月）～令和7年2月14日（金）
令和７年度の再商品化委託申込受付中

容器包装の
リサイクル



書類選考・試験期日等
書類選考の結果、第1次試験に進んでいただくことになります。
（1）第1次試験　令和7年1月18日（土）9:00～（8:30より受付開始）

（2）第2次試験　令和7年2月中旬～下旬（予定）　　
面接試験（第1次試験合格者のみ）
試験場所　小松商工会議所（第1次・第2次共通）
申込受付期間　令和6年12月2日（月）～26日（木）
※持参受付は、土・日・祭日を除く9時～17時までとします。
※郵送は、令和6年12月26日（木）まで（当日消印有効）となり
ます。
提出書類　事前に申込書（本所HPよりダウンロード）を郵送又
は持参してください。
その他、詳細については、本所HPをご確認ください。

採用時期　令和7年4月1日以降
試験職種及び採用人数　総合職2名
受験資格　下記のいずれかに該当する方
【大学卒程度】
平成7年4月2日から平成15年4月1日までに生まれた方で四
年制大学もしくは大学院を卒業又は卒業見込みの方
【職務経験者】
昭和60年4月2日から平成10年4月1日までに生まれた方か
つ職務経験年数が5年以上ある方

小松商工会議所では、新規職員の採用試験を実施いたします。

　小
規
模
企
業
の
個
人
事
業
主
・
会
社
役
員
等
の
退
職
金
制
度

で
す
。
掛
金
は
全
額
所
得
控
除
と
な
り
、
将
来
受
け
取
る
共
済

金
は
、
退
職
所
得
扱
い（
一
括
受
取
り
）又
は
公
的
年
金
等
の
雑

所
得
扱
い（
分
割
受
取
り
）と
し
て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
本
所
経
営
支
援
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　令
和
6
年
10
月
31
日
、
令
和
5
年
度
の
小
規
模
企
業
共
済
の

加
入
促
進
に
尽
力
が
あ
っ
た
と
し
て
、
独
立
行
政
法
人
中
小
企

業
基
盤
整
備
機
構
よ
り
本
所
に
対
し
て
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

本
所
の
令
和
5
年
度
加
入
件
数
は
、
石
川
県
内
の
商
工
会
議
所

や
商
工
会
の
中
で
最
も
多
い
31
件
だ
っ
た
。

　当
日
は
、
中
小
機
構

北
陸
本
部
の
田
中
幸
也

企
画
調
整
審
議
役（
本
部

長
職
務
代
理
者
）よ
り

坂
井
専
務
理
事
に
輪
島

塗
の
盾
が
手
渡
さ
れ
、

坂
井
専
務
理
事
は「
今
後

も
引
き
続
き
小
規
模
企

業
共
済
の
加
入
促
進
や

周
知
に
力
を
入
れ
た
い
」

と
お
礼
を
述
べ
た
。

小
規
模
企
業
共
済
と
は…

小
規
模
企
業
共
済
の
加
入
促
進
で

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
る

小松商工会議所
職員採用候補者試験に
ついて

令和6年度（令和7年度採用）

田中氏（左）と坂井専務理事（右）

　本
所
で
は
、
商
工
会
議
所
法
第
10

条
に
基
づ
き
法
定
台
帳
の
整
備
を
国

か
ら
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
左
記

の
い
ず
れ
か
の
対
象
と
な
る
方
々
に

は
、
12
月
初
旬
に
ご
案
内
を
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
本
趣
旨
を
ご
理
解
頂
き
、

負
担
金
納
入
に
つ
い
て
も
重
ね
て
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
特
定
商
工
業
者
の
対
象

①
常
時
使
用
す
る
従
業
員
数
が
20
人

以
上（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
に
お
い

て
は
5
人
以
上
）の
商
工
業
者（
1
ヵ

月
以
上
雇
用
さ
れ
、
一
般
に「
パ
ー

ト
」「
ア
ル
バ
イ
ト
」等
で
呼
ば
れ
る

方
も
含
み
ま
す
）

②
資
本
金
額
ま
た
は
払
込
済
出
資
総

額
が
3
0
0
万
円
以
上
の
商
工
業
者

お
問
合
せ
先

小
松
商
工
会
議
所

総
務
・
事
業
課

☎（
0
7
6
1
）2
1
・
3
1
2
1

お願い

特定商工業者
負担金の

納入について

申込・問い合わせ　小松商工会議所　総務・事業課　〒923-8566　小松市園町ニ１番地　☎21-3121

受付

SPI3  能力検査・性格検査（択一式）（110分）

8:30～ 8:50

9:00～10:50

小松商工会議所 2024.125

Information



お
問
合
せ
先

　「
販
売
士
」資
格
は
、
資
格
取
得
時
の
販
売
士
と
し
て
の
能
力
の
持

続
・
向
上
を
は
か
る
た
め
、
有
効
期
間
が
５
年
間
と
定
め
ら
れ
て
お

り
、
５
年
ご
と
に
資
格
を
更
新
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
更
新
手
続

き
を
行
わ
な
い
場
合
は
、
そ
の
資
格
が
失
効
し
て
し
ま
い
ま
す
。

販
売
士
資
格
の
更
新
等
に
つ
い
て

　
2
0
2
4
年
度
の
資
格
更
新
対
象
者
の
方
は
、
日
本
商
工
会
議
所
か

ら
郵
送
す
る
更
新
手
続
き
の
案
内
文
書
を
ご
確
認
の
う
え
、
お
手
続
き

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
今
年
度
更
新
対
象
の
方
に
は
10
月
頃
に
案
内
文
書
が
送
付
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
販
売
士
資
格
更
新
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
資
格
更
新
手
続
き
に
あ
た
っ
て
は
、「
資
格
更
新
通
信
教
育
講
座
」の

ご
受
講
を
お
願
い
い
た
し
ま
す（「
資
格
更
新
講
習
会
」の
開
催
は
あ
り

ま
せ
ん
）。

登
録
内
容（
氏
名
・
住
所
・
登
録
会
議
所
）変
更
に
つ
い
て

　
氏
名
、
住
所
等
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、『
販
売
士
専
用
サ
イ
ト
』

か
ら
変
更
事
項
を
ご
登
録
く
だ
さ
い
。
販
売
士
専
用
サ
イ
ト
を
利
用
で

き
な
い
場
合
は
、
日
本
商
工
会
議
所 

検
定
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

※

届
け
出
の
な
い
場
合
は
、
資
格
更
新
等
の
案
内
が
お
届
け
で
き
な
く
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
資
格
更
新
通
信
教
育
講
座
関
係

販
売
士
資
格
更
新
セ
ン
タ
ー（一般
社
団
法
人 

公
開
経
営
指
導
協
会
内
）

☎
03
・
3
5
2
4
・
9
3
0
1（
受
付
時
間 

平
日
10
時
〜
12
時
、
13
時
〜
17
時
）

■
氏
名
・
住
所
変
更
等

検
定
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
03
・
5
4
6
0
・
8
8
4
3（
受
付
時
間 

平
日
9
時
〜
12
時
、
13
時
〜
17
時
）

販
売
士
資
格
更
新
の
ご
案
内

https://hanbaishi.cloud-cafe.biz/販売士専用サイト

● 

簿
記
検
定
　
2
〜
３
級

試
験
日

申
込
期
間

申
込
方
法

受
験
料

令
和
7
年
２
月
23
日（
日
）

令
和
7
年
１
月
6
日（
月
）

〜
１
月
24
日（
金
）

本
所
窓
口
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

２
級  

5
，
5
0
０
円

３
級  

3
，
3
0
０
円

● 

珠
算
検
定
　
１
〜
6
級

試
験
日

申
込
期
間

申
込
方
法

受
験
料

令
和
7
年
２
月
9
日（
日
）

12
月
16
日（
月
）〜

令
和
7
年
１
月
7
日（
火
）

本
所
窓
口

1
級  

2
，
8
0
０
円

２
級  

2
，
0
0
０
円

３
級  

1
，
8
0
０
円

４
〜
６
級

　
　  

１
，
２
０
０
円

検
定
試
験
の

お
知
ら
せ

お
問
合
せ
先

小
松
商
工
会
議
所

総
務
・
事
業
課

☎（
0
7
6
1
）21
・
3
1
2
1

谷
口
　瑞
穂

今
井
　駿
斗

竹
田
　
　朔

小
池
　宝
来

島
畑
　快
成

井
戸
　琢
登

山
田
　唯
愛

本
多
　杏
圭

小
馬
場
　将
太

南
出
　将
太

山
本
　
　倖

加
藤
　朱
莉

南
出
　稜
晴

山
川
　聡
介

南
出
　
　華

井
上
　喜
里
叶

日商珠算検定合格者
２
級

３
級

５
級

６
級

７
級

８
級

宮
西
　志
茉

島
畑
　絆
菜

橋
本
　悠
生

瀬
藤
　
　月

南
出
　将
太

３
級

４
級

５
級

6
級

総
合
珠
算
認
定

　西
　
　彩
萌〈
準
初
段
〉

総
合
暗
算
認
定

　西
　
　彩
萌〈
準
三
段
〉

　瀬
名
　陽
香〈
準
初
段
〉

　船
木
　悠
真〈
準
初
段
〉

日
商
珠
算
検
定
・

暗
算
検
定
合
格
者

第232回
暗算検定合格者

第313回
段位認定
第142回

（
令
和
6
年
10
月
27
日
実
施
）

健康ドック・健診のご案内

会員事業所の
共済加入者には
最高9,500円
の割引!

　健康ドックは生活習慣病の早期発見に役立つだ
けでなく日常生活における健康づくりにおいても
大きな成果をあげております。
　従業員の健康は、健全企業のバロメーターです。
年に1回は必ず健康診断を受けましょう。
　「小松商工会議所健康ドック」は会員サービスや
共済加入者への還元事業として実施しています。

2024年12月27日（金）まで
※お早めのご予約をおすすめします!

受付期間

2025年3月31日（月）まで受診期間

やわたメディカルセンター健診センター、
小松ソフィア病院健診センター

受診機関

問い合わせ

生活習慣病を しましょう!

会員割引
共済加入者
割引あり

予防

小松商工会議所
総務・事業課
TEL: 0761-21-3121

小松市産業功労賞　受賞おめでとうございます

小
松
市
産
業
功
労
賞 

受
賞  

西

　正
次  

氏（
会
頭
）

　
氏
は
、
建
設
業
界
・
経
済
界
に
お
い
て
、（
一
社
）小
松
能
美

建
設
業
協
会
会
長
や（
一
社
）石
川
県
建
設
業
協
会
常
任
理
事
と

い
っ
た
要
職
を
歴
任
し
た
ほ
か
、（
一
社
）石
川
県
経
営
者
協
会

副
会
長
、
北
陸
経
済
連
合
会
理
事
を
務
め
て
お
り
、
小
松
市
の

み
な
ら
ず
石
川
県
、
北
陸
地
域
全
体
の
経
済
界
の
発
展
の
為
、

活
動
を
続
け
て
い
る
。

　
小
松
商
工
会
議
所
に
お
い
て
は
、
評
議
員
、
議
員
、
常
議
員

を
永
年
務
め
、
平
成
28
年
に
は
会
頭
に
就
任
。
友
好
商
工
会
議

所
の
締
結
な
ど
、
数
々
の
事
業
に
お
い
て
、
そ
の
中
心
的
な
役

割
と
し
て
ま
と
め
上
げ
る
と
共
に
、
そ
の
他
の
商
工
会
議
所
活

動
や
運
営
を
先
導
す
る
な
ど
、
小
松
市
産
業
界
全
体
の
総
合
的

な
発
展
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
。

小松市産業功労賞とは、小松市の産業や業界の発展、地方の開発に尽力し、その功績が顕著な方に贈られる。

小
松
市
産
業
功
労
賞 

受
賞  

島

　亮
太
郎  

氏（
常
議
員
）

　
氏
は
、
南
加
賀
地
区
初
、
県
内
最
大
級
の
様
々
な
福
祉
用
具

を
試
せ
る
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
を
設
置
し
、
小
松
市
域
の
み
な
ら
ず
、

南
加
賀
地
域
の
介
護
の
悩
み
を
も
つ
本
人
と
共
に
、
介
助
者
の

精
神
的
、
身
体
的
負
担
の
軽
減
に
努
め
ら
れ
た
。
業
界
で
は
、

（
一
社
）日
本
福
祉
用
具
供
給
協
会
東
海
北
陸
地
区
石
川
ブ
ロ
ッ

ク
副
ブ
ロ
ッ
ク
長
を
務
め
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
共
に
業

界
の
発
展
に
も
寄
与
。

　
小
松
商
工
会
議
所
に
お
い
て
は
、
評
議
員
、
議
員
、
常
議
員

と
し
て
永
年
務
め
、
商
業
部
会
長
な
ら
び
に
総
務
企
画
委
員
会

副
委
員
長
を
そ
れ
ぞ
れ
３
期
に
渡
り
務
め
、
積
極
的
に
会
議
所

活
動
に
携
わ
り
、
小
松
市
産
業
界
の
総
合
的
な
振
興
発
展
に
尽

く
さ
れ
て
い
る
。
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Information



お
問
合
せ
先

　「
販
売
士
」資
格
は
、
資
格
取
得
時
の
販
売
士
と
し
て
の
能
力
の
持

続
・
向
上
を
は
か
る
た
め
、
有
効
期
間
が
５
年
間
と
定
め
ら
れ
て
お

り
、
５
年
ご
と
に
資
格
を
更
新
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
更
新
手
続

き
を
行
わ
な
い
場
合
は
、
そ
の
資
格
が
失
効
し
て
し
ま
い
ま
す
。

販
売
士
資
格
の
更
新
等
に
つ
い
て

　
2
0
2
4
年
度
の
資
格
更
新
対
象
者
の
方
は
、
日
本
商
工
会
議
所
か

ら
郵
送
す
る
更
新
手
続
き
の
案
内
文
書
を
ご
確
認
の
う
え
、
お
手
続
き

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
今
年
度
更
新
対
象
の
方
に
は
10
月
頃
に
案
内
文
書
が
送
付
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
販
売
士
資
格
更
新
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
資
格
更
新
手
続
き
に
あ
た
っ
て
は
、「
資
格
更
新
通
信
教
育
講
座
」の

ご
受
講
を
お
願
い
い
た
し
ま
す（「
資
格
更
新
講
習
会
」の
開
催
は
あ
り

ま
せ
ん
）。

登
録
内
容（
氏
名
・
住
所
・
登
録
会
議
所
）変
更
に
つ
い
て

　
氏
名
、
住
所
等
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、『
販
売
士
専
用
サ
イ
ト
』

か
ら
変
更
事
項
を
ご
登
録
く
だ
さ
い
。
販
売
士
専
用
サ
イ
ト
を
利
用
で

き
な
い
場
合
は
、
日
本
商
工
会
議
所 

検
定
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

※

届
け
出
の
な
い
場
合
は
、
資
格
更
新
等
の
案
内
が
お
届
け
で
き
な
く
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
資
格
更
新
通
信
教
育
講
座
関
係

販
売
士
資
格
更
新
セ
ン
タ
ー（一般
社
団
法
人 

公
開
経
営
指
導
協
会
内
）

☎
03
・
3
5
2
4
・
9
3
0
1（
受
付
時
間 

平
日
10
時
〜
12
時
、
13
時
〜
17
時
）

■
氏
名
・
住
所
変
更
等

検
定
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
03
・
5
4
6
0
・
8
8
4
3（
受
付
時
間 

平
日
9
時
〜
12
時
、
13
時
〜
17
時
）

販
売
士
資
格
更
新
の
ご
案
内

https://hanbaishi.cloud-cafe.biz/販売士専用サイト

● 

簿
記
検
定
　
2
〜
３
級

試
験
日

申
込
期
間

申
込
方
法

受
験
料

令
和
7
年
２
月
23
日（
日
）

令
和
7
年
１
月
6
日（
月
）

〜
１
月
24
日（
金
）

本
所
窓
口
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

２
級  

5
，
5
0
０
円

３
級  

3
，
3
0
０
円

● 

珠
算
検
定
　
１
〜
6
級

試
験
日

申
込
期
間

申
込
方
法

受
験
料

令
和
7
年
２
月
9
日（
日
）

12
月
16
日（
月
）〜

令
和
7
年
１
月
7
日（
火
）

本
所
窓
口

1
級  

2
，
8
0
０
円

２
級  

2
，
0
0
０
円

３
級  

1
，
8
0
０
円

４
〜
６
級

　
　  

１
，
２
０
０
円

検
定
試
験
の

お
知
ら
せ

お
問
合
せ
先

小
松
商
工
会
議
所

総
務
・
事
業
課

☎（
0
7
6
1
）21
・
3
1
2
1

谷
口
　瑞
穂

今
井
　駿
斗

竹
田
　
　朔

小
池
　宝
来

島
畑
　快
成

井
戸
　琢
登

山
田
　唯
愛

本
多
　杏
圭

小
馬
場
　将
太

南
出
　将
太

山
本
　
　倖

加
藤
　朱
莉

南
出
　稜
晴

山
川
　聡
介

南
出
　
　華

井
上
　喜
里
叶

日商珠算検定合格者
２
級

３
級

５
級

６
級

７
級

８
級

宮
西
　志
茉

島
畑
　絆
菜

橋
本
　悠
生

瀬
藤
　
　月

南
出
　将
太

３
級

４
級

５
級

6
級

総
合
珠
算
認
定

　西
　
　彩
萌〈
準
初
段
〉

総
合
暗
算
認
定

　西
　
　彩
萌〈
準
三
段
〉

　瀬
名
　陽
香〈
準
初
段
〉

　船
木
　悠
真〈
準
初
段
〉

日
商
珠
算
検
定
・

暗
算
検
定
合
格
者

第232回
暗算検定合格者

第313回
段位認定
第142回

（
令
和
6
年
10
月
27
日
実
施
）

小松商工会議所 2024.127

Information
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会議所の動き

唐津商工会議所での集合写真（佐賀県唐津市）

再
エ
ネ
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
視
察

株
式
会
社
唐
津
プ
レ
シ
ジ
ョ
ン
を
視
察

　
本
所
産
業
政
策
委
員
会（
委
員
長
：
木
村
勉
）委
員
13
名
は
、10
月
22
日
、

再
エ
ネ
由
来
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
敦
賀（
福
井
県
敦
賀
市
）、
独
立
行
政
法

人 

国
立
印
刷
局
彦
根
工
場（
滋
賀
県
彦
根
市
）を
視
察
し
た
。

　
再
エ
ネ
由
来
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
敦
賀
で
は
、
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
施

設
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
同
施
設
は
、
太
陽
光
発
電
等
で
き

た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来
の
グ
リ
ー
ン
水
素
を
燃
料
電
池
車
へ
の

充
填
や
発
電
へ
利
用
す
る
水
素
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
モ
デ
ル
の
実
証
実
験

を
行
っ
て
お
り
、
敦
賀
市
と
共
に
水
素
払
出
し
を
通
じ
た
グ
リ
ー
ン
水
素

の
利
活
用
を
進
め
て
い
る
。

　
独
立
行
政
法
人 

国
立
印
刷
局
彦
根
工
場
で
は
、
工
場
の
概
要
説
明
後
、

印
刷
工
程
現
場
を
見
学
し
た
。
同
工
場
で
は
、
新
紙
幣
の
印
刷
を
行
っ
て

お
り
、
最
新
の
偽
造
防
止
技
術
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　
参
加
し
た
委
員
は
、
高
騰
化
す
る
原
材
料
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
へ
の
対

策
と
し
て
の
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
強
い
関
心
を
寄
せ
、
再
エ
ネ
由
来
水
素

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
敦
賀
で
は
、
多
く
の
質
問
が
飛
び
交
っ
た
。

　
本
所
観
光
文
化
委
員
会（
委
員
長
：
中
嶋
浩
）委
員
９
名
は
、
10
月
16
日
、
17
日
佐
賀
県
唐

津
市
の
唐
津
商
工
会
議
所
表
敬
訪
問
と
株
式
会
社
唐
津
プ
レ
シ
ジ
ョ
ン
の
工
場
視
察
を
実
施

し
た
。

　
委
員
一
同
は
、
唐
津
商
工
会
議
所（
本
所
友
好
商
工
会
議
所
）を
表

敬
訪
問
し
、
唐
津
市
の
歴
史
、
文
化
に
つ
い
て
の
懇
談
を
行
っ
た
。

　
懇
談
後
は
市
内
を
移
動
し
、
株
式
会
社
唐
津
プ
レ
シ
ジ
ョ
ン
を
視

察
し
た
。
旧
唐
津
鐵
工
所（
現
在
の
株
式
会
社
唐
津
プ
レ
シ
ジ
ョ
ン
）

と
コ
マ
ツ
を
創
業
し
た「
竹
内
明
太
郎
」氏
の
関
係
性
か
ら
、
企
業
概

要
、
沿
革
、
製
品
内
容
ま
で
、
懇
切
丁
寧
に
説
明
を
受
け
た
。
そ
の

後
工
場
内
の
視
察
を
実
施
し
た
。

　
委
員
か
ら
は
、「
普
段
見
る
事
の
出
来
な
い
、
工
場
内
を
視
察
す
る

事
が
出
来
、
ま
た
竹
尾
啓
助
社
長
自
ら
工
場
内
を
説
明
し
て
い
た
だ

き
、
大
変
貴
重
な
経
験
だ
」と
の
声
も
多
く
、
友
好
商
工
会
議
所
と

し
て
の
交
流
を
深
め
た
。

10/22 10/16·17産業政策委員会 観光文化委員会

政策提言について語る中田氏 講師の高橋氏ピーススタジアムを視察

国立印刷局にて記念撮影

ハピネスアリーナにて集合写真

再エネ水素ステーションの説明を受ける委員

政
策
提
言
に
つ
い
て
学
ぶ

長
崎
ス
タ
ジ
ア
ム
シ
テ
ィ
を
視
察

　
本
所
Ｙ
Ｅ
Ｇ（
会
長
：
廣
田
有
希
雄
）は
10
月
22
日
、
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
政
策
提
言
委

員
会
の
中
田
氏
と
高
橋
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、
政
策
提
言
に
関
す
る
勉
強
会
を

開
催
、
メ
ン
バ
ー
34
名
が
参
加
し
た
。

　
小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
で
は
、
行
政
な
ど
と
連
携
し
て
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
政
策
提
言
を
行
っ
て
い
く
た
め
、
令
和
６
年
度
よ
り
政
策
提
言
・
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
を
設
置
し
た
。
今
回
の
10
月
例
会
で
は
、
委
員
会
の
設
立
初
年
度

と
な
る
こ
と
か
ら
、
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
よ
り
政
策
提
言
委
員
会
の
委
員
を
お
呼
び
し
、

勉
強
会
を
開
催
し
た
。

　
中
田
氏
は
、「
政
策
提
言
は
商
工
会
議
所
法
上
で
定
め
ら
れ
る
、
商
工
会
議
所
の

事
業
の
一
番
項
で
あ
り
、
そ
の
下
部
組
織
で
あ
る
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
お
い
て
も
重
要
な
活

動
と
な
る
。
難
し
い
と
考
え
る
人
も
い
る
が
、
ま
ず
は
行
動
し
て
い
く
こ
と
が
大

事
」と
話
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
高
橋
氏
は「
行
政
だ
け
で
は
地
域
を
よ
く
し
て
い
く
こ
と
が
難
し
い
部

分
も
あ
る
。
事
業
者
の
集
ま
り
で
あ
る
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
は
、
政
策
提
言
に
よ
り
地
域
を

発
展
さ
せ
る
力
が
あ
る
」と
、
政
策
提
言
を
行
う
べ
き
理
由
な
ど
を
話
さ
れ
た
。

　
本
所
商
業
ま
ち
づ
く
り
委
員
会（
委
員
長
：
嵐
良
隆
）委
員
14
名
は
、
10
月
22

日
、
23
日
の
２
日
間
、
委
員
会
視
察
を
行
い
、
10
月
14
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た「
長

崎
ス
タ
ジ
ア
ム
シ
テ
ィ
」を
視
察
し
た
。

　
「
長
崎
ス
タ
ジ
ア
ム
シ
テ
ィ
」は
、
ジ
ャ
パ
ネ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
長
崎
が
企
画
・
運
営
し
て
お
り
、
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
を
中

心
に
、
ア
リ
ー
ナ
、
ホ
テ
ル
、
商
業
施
設
な
ど
が
集
ま
る
大
型
複
合
施
設
と
な
っ

て
い
る
。

　
視
察
で
は
、
長
崎
ス
タ
ジ
ア
ム
シ
テ
ィ
の
取
り
組
み
や
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た

地
域
創
生
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
そ
の
後
、
日
本
一
ピ
ッ
チ
に
近
い
と
い

わ
れ
る
ス
タ
ジ
ア
ム
や
、
普
段
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
選
手
の
ウ
ォ
ー
ム
ア
ッ
プ

ル
ー
ム
、
ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
ズ
ラ
ウ
ン
ジ
や
記
者
会
見
場
な
ど
を

見
学
し
た
。

　
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
上
空
を
滑
走
す
る
ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン
も
実
施
し
て
お
り
、

試
合
の
あ
る
日
も
な
い
日
も
、
い
つ
来
て
も
楽
し
め
る
空
間
づ
く
り
に
よ
る
集
客

策
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
参
考
と
な
る
有
意
義
な
視
察
と

な
っ
た
。

10/2210/22·23 小松ＹＥＧ商業まちづくり委員会



小松商工会議所 2024.129

会議所の動き

常議員会の様子

開会式の様子

挨拶をする西会頭

所信表明を行う小野氏

経
営
力
強
化
の
後
押
し
を
要
望

呉
市
海
事
歴
史
科
学
館 

大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
視
察

　
本
所
で
は
10
月
29
日
、
常
議
員
会
を
開
催
し
、
常
議
員
・
監
事
あ
わ
せ

て
25
名
の
出
席
の
も
と
、
令
和
６
年
度
石
川
県
・
小
松
市
施
策
に
対
す
る

要
望
事
項
な
ど
４
つ
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
た
。

　
今
回
の
要
望
で
は
、
環
境
変
化
に
強
い
経
営
を
実
現
す
る
た
め
、
生
産

性
向
上
や
新
た
な
事
業
分
野
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
事
業
再
構
築
に
積
極
的

に
取
り
組
む
事
業
者
へ
、
よ
り
一
層
の
積
極
的
な
支
援
を
呼
び
か
け
た
。

そ
の
ほ
か
、
労
働
人
材
の
確
保
や
、
北
陸
新
幹
線
の
米
原
ル
ー
ト
で
の
早

期
全
線
開
業
な
ど
、
18
項
目
の
要
望
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　
ま
た
、
㈱
小
松
製
作
所
創
業
者
で
あ
る
竹
内
明
太
郎
氏
の
出
身
地
で
あ

り
、
以
前
よ
り
交
流
の
あ
っ
た
高
知
県
宿
毛
市
の
宿
毛
商
工
会
議
所
と
の

友
好
商
工
会
議
所
提
携
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
確
認
書
の
締
結
を
す
る
こ

と
が
承
認
さ
れ
た
。
11
月
27
日
の
小
松
市
と
宿
毛
市
の
姉
妹
都
市
協
定
調

印
式
の
場
に
て
確
認
書
の
締
結
を
行
い
、
令
和
７
年
度
中
の
友
好
商
工
会

議
所
提
携
を
目
指
す
。

　
本
所
中
小
企
業
対
策
委
員
会（
委
員
長
：
𠮷
田　
守
伸
）委
員
9
名
は
、
10
月

23
日
、
24
日
の
日
程
で
広
島
県
視
察
を
行
い
、「
呉
市
海
事
歴
史
科
学
館 

大
和

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」を
見
学
し
た
。

　
委
員
一
同
は
、
戦
艦「
大
和
」を
建
造
し
た
軍
港
、
日
本
一
の
海
軍
工
廠
の
ま

ち
と
し
て
栄
え
た
呉
市
の「
呉
市
海
事
歴
史
科
学
館 

大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」を

見
学
し
た
。
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
10
分
の
1
サ
イ
ズ
の

戦
艦「
大
和
」は
、
設
計
図
や
写
真
な
ど
を
も
と
に
詳
細
に
再
現
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
隣
接
す
る
海
上
自
衛
隊
呉
史
料
館
で
は
、
潜
水
艦
と
掃
海
を
展
示
し
て

お
り
、
実
際
に
海
上
自
衛
隊
で
使
用
さ
れ
て
い
た
潜
水
艦「
あ
き
し
お
」に
乗
艦

し
、
実
物
の
潜
水
艦
の
構
造
を
見
て
、
潜
航
中
の
環
境
や
生
活
を
体
感
す
る
貴

重
な
体
験
が
で
き
る
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

　
委
員
は
、
思
い
思
い
に
展
示
を
観
覧
し
、
日
本
の
歴
史
と
平
和
の
尊
さ
を
改

め
て
認
識
す
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
委
員
ら
は
、
広
島
平
和
記
念
資
料
館
や
世
界
遺
産
・
日
本
三
景

で
あ
る
宮
島
・
厳
島
神
社
な
ど
を
見
学
し
た
。

10/29 10/23·24常議員会 中小企業対策委員会

小
松
Y
E
G
よ
り
令
和
７
年
度
日
本
Y
E
G
会
長
を
輩
出

モ
ノ
ヅ
ク
リ
の
現
場
を
見
て
・
触
れ
て
・
作
っ
て
体
験

　
本
所
Y
E
G（
会
長:

廣
田
有
希
雄
）の
メ
ン
バ
ー
16
名
は
11
月
15
日
、
16
日
の

2
日
間
、
福
島
県
郡
山
市
で
開
催
さ
れ
た「
日
本
Y
E
G
第
42
回
全
国
会
長
研
修

会
ふ
く
し
ま
郡
山
会
議
」に
参
加
し
た
。

　
日
本
Y
E
G
の
三
大
事
業
の
ひ
と
つ
で
あ
る
全
国
会
長
研
修
会
に
は
、
全
国
の

Y
E
G
か
ら
会
長
、
次
年
度
会
長
を
は
じ
め
と
し
た
熱
意
あ
る
会
員
が
参
加
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
研
修
を
通
じ
て
交
流
を
図
っ
た
。

　

15
日
に
開
催
さ
れ
た
日
本
Y
E
G
第
1
0
4
回
通
常
総
会
で
は
、
令
和
７
年

度
日
本
Y
E
G
役
員
選
任
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
令
和
７
年
度
日
本
Y
E
G
会

長
予
定
者
に
小
松
Y
E
G
の
小
野
知
一
郎
氏
が
、
ま
た
各
地
Y
E
G
メ
ン
バ
ー

が
役
員
予
定
者
と
し
て
承
認
さ
れ
た
。
小
野
氏
は
、
全
国
会
長
研
修
会
開
会
式
の

後
、
次
年
度
所
信
表
明
を
行
い
、
令
和
７
年
度
日
本
Y
E
G
ス
ロ
ー
ガ
ン「
Y
E
G
 

C
o
m
m
o
n
〜
心
通
い
合
う
繋
が
り
を
結
び 

新
た
な
未
来
的
経
済
価
値
を
創
出

す
る
〜
」を
発
表
し
、
次
年
度
の
日
本
Y
E
G
活
動
に
対
す
る
想
い
を
語
っ
た
。

　
小
松
Y
E
G
メ
ン
バ
ー
は
、
石
川
県
連
と
北
陸
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
の
メ
ン
バ
ー
と

一
体
と
な
っ
て
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
行
い
、
小
野
氏
へ
力
強
い
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　
小
松
市
内
の
も
の
づ
く
り
企
業
を
見
学
、
体
験
で
き
る
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
イ
ベ
ン
ト「
G
E
Ｍ
Ｂ
Ａ
モ
ノ
ヅ
ク
リ
エ
キ
ス
ポ
」が
、
10
月
31
日

か
ら
11
月
３
日
ま
で
市
内
企
業
40
社
で
開
催
さ
れ
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
地
元
も
の
づ
く
り
事
業
者
で
つ
く
る「
こ
ま
つ
も
の

づ
く
り
未
来
塾
」（
協
力
：
小
松
市
・
小
松
商
工
会
議
所
）が
主
催
。
普
段
は

入
る
こ
と
の
で
き
な
い
工
場
や
工
房
を
開
放
し
、
見
学
・
体
験
は
も
と
よ
り
、

職
人
か
ら
直
接
、
商
品
の
説
明
を
受
け
、
購
入
す
る
こ
と
も
で
き
る
イ
ベ
ン

ト
で
あ
る
。

　
今
年
は「
の
ぞ
い
て
み
た
い
、
こ
ま
つ
の
す
ご
い
モ
ノ
ヅ
ク
リ
。」を
テ
ー

マ
に
石
材
、
九
谷
焼
、
繊
維
、
機
械
、
建
材
、
鉄
工
な
ど
多
く
の
工
場
や
工

房
を
見
学
・
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
52
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
行
わ
れ
た
。

　
G
E
Ｍ
Ｂ
Ａ
モ
ノ
ヅ
ク
リ
エ
キ
ス
ポ
を
見
学
・
体
験
し
た
参
加
者
か
ら
は

「
自
分
で
作
っ
た
製
品
を
大
事
に
使
い
た
い
」「
普
段
は
見
る
こ
と
の
で
き
な

い
夜
の
工
場
見
学
は
迫
力
が
あ
り
感
動
し
た
」な
ど
多
く
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
た
。

11/15·16 10/31~
11/3

日本YEG第42回全国会長研修会
ふくしま郡山会議 ＧＥＭＢＡモノヅクリエキスポ

靴用の革を使ったカードケース作り

平和記念公園にて集合写真

職人さんから直に説明

大和ミュージアムにて集合写真



　代
表
の
不
動
さ
ん
は
生
ま
れ
も
育
ち
も

小
松
市
。
奥
様
が
25
年
間
住
ん
で
い
た
神

奈
川
県
を
離
れ
石
川
県
へ
移
住
す
る
こ
と

に
な
り
、
奥
様
に
石
川
県
を
好
き
に
な
っ
て

も
ら
う
た
め
美
味
し
い
お
店
・
楽
し
い
ス

ポ
ッ
ト
・
素
敵
な
旅
館
に
連
れ
て
行
っ
て
い

た
。
そ
の
時
に
、
石
川
県
は
素
敵
な
ス
ポ
ッ

ト
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
に
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
と
い
う
事
に
気
づ
く
。

　そ
こ
で
奥
様
の
よ
う
に
移
住
し
て
き
た

方
や
石
川
県
民
に
向
け
て
、
も
っ
と
石
川
県

を
楽
し
め
る
よ
う
な
情
報
を
発
信
し
た

い
！
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
石
川
県
の

魅
力
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
す
る
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
の
運
用
を
開
始
。

　イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
は
2
年
半
で
石
川
県

会員事業所紹介

いしかわ総研

はる夫婦 ▼アラサー夫婦が送る
石川おでかけガイド

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
て
、

1
分
で
石
川
県
の
魅
力
的
な
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
！

代 表
事業内容

所 在 地
M A I L
S N S

エ
リ
ア
最
大
の
お
出
か
け
ア
カ
ウ
ン
ト

（
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
4
・
9
万
人
）と
な
り
、
現

在
は
S
N
S（
主
に
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
）を

使
っ
て
P
R
・
集
客
・
求
人
募
集
を
希
望
す

る
事
業
者
へ
S
N
S
の
運
用
支
援
な
ど
も

実
施
し
て
い
る
。

　自
身
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
発
信
力
を
活
か
し
て

S
N
S
を
使
っ
て
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
悩
み
を

解
決
し
、
過
去
の
依
頼
で
は
、
整
体
院
の
売

上
2
5
0
万
円
U
P
・
温
泉
旅
館
の
売
上

2
0
0
万
円
U
P
な
ど
多
く
の
実
績
が
あ
る
。

　依
頼
を
受
け
る
と
き
に
大
切
に
し
て
い

る
こ
と
は
、
信
頼
し
て
依
頼
を
し
て
く
れ
る

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
全
力
で
向
き
合
い
最
高
の

結
果
を
届
け
る
こ
と
、
S
N
S
の
パ
ワ
ー
・

発
信
力
を
信
じ
、
最
大
限
活
用
す
る
こ
と
だ

不動智徳
石川県の魅力的なスポット発
信・店舗／企業PR・SNSコン
サル・SNS運用代行
小松市
harulife.ishikawa@gmail.com
＠harulife.ishikawa
（インスタグラム）

No.311

華
つ
う
し
ん

女
性
会

女
性
会
連
合
会
滋
賀
全
国
大
会
に
参
加

大会会場の様子

能登半島地震復興応援特別物産展の様子 大会会場にて

　第
56
回
全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連

合
会
滋
賀
全
国
大
会
が
11
月
7
日
、8

日
の
日
程
で
、滋
賀
県
大
津
市
で
開
催
さ

れ
、全
国
3
2
6
女
性
会
、約
2
5
3
0

名
の
参
加
が
あ
り
、本
会
か
ら
は
8
名
が

参
加
し
た
。

　全
国
大
会
で
は
全
国
商
工
会
議
所
女

性
会
連
合
会
の
畠
山
笑
美
子
会
長
、
日

本
商
工
会
議
所
の
小
林
健
会
頭
よ
り
挨

拶
が
あ
り
、
そ
の
後「
須
磨
源
氏
」の
演

目
で
の
能
舞
や
、
石
山
寺
と
紫
式
部「
源

氏
物
語
」と
題
し
、
大
本
山
石
山
寺  

座

主  

鷲
尾
龍
華
師
に
よ
る
記
念
講
演
が

あ
っ
た
。

　ま
た
、
能
登
半
島
地
震
復
興
応
援
特

別
物
産
展
と
し
て
、七
尾
・
白
山
・
小
松
・

加
賀
の
商
工
会
議
所
女
性
会
が
そ
れ
ぞ

れ
石
川
の
特
産
品
等
を
出
展
し
た
。

Instagram名

そ
う
。

　「過
去
に
P
R
依
頼
を
受
け
た
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
か
ら「
お
店
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

に
な
っ
た
」と
言
っ
て
も
ら
え
た
こ
と
が
と

て
も
嬉
し
く
思
い
出
に
残
っ
て
い
ま
す
。
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
中
心
と
し
た
S
N
S
の
パ

ワ
ー
を
最
大
限
に
活
用
し
、
世
間
に
知
ら
れ

て
い
な
い
本
当
に
良
い
も
の
・
サ
ー
ビ
ス
を

持
っ
て
い
る
事
業
者
様
の
力
に
な
り
た
い
で

す
。
ま
た
今
後
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
地
元
で

あ
る
石
川
県
に
恩
返
し
を
し
た
く
、
な
に
か

形
あ
る
も
の
を
作
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
。」

と
不
動
さ
ん
は
話
す
。

❶インスタグラムでお店を紹介して欲しい
❷なんとなくインスタグラムを更新しているが、
このままでいいのか分からない
❸集客のためインスタグラムを活用したいが結果
に繋がっていない
❹そもそもSNSにあまり時間を割けられない
という事業者様は是非インスタグラムアカウント
（はる夫婦@harulife.ishikawa）へお気軽にご連絡
ください！

相続・贈与・遺言・事業承継相続・贈与・遺言・事業承継

小松店
（JR小松駅前新幹線口）

加賀店
（JR加賀温泉駅前）

相続贈与あんしんセンター

無料相談予約受付中無料相談予約受付中
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　代
表
の
不
動
さ
ん
は
生
ま
れ
も
育
ち
も

小
松
市
。
奥
様
が
25
年
間
住
ん
で
い
た
神

奈
川
県
を
離
れ
石
川
県
へ
移
住
す
る
こ
と

に
な
り
、
奥
様
に
石
川
県
を
好
き
に
な
っ
て

も
ら
う
た
め
美
味
し
い
お
店
・
楽
し
い
ス

ポ
ッ
ト
・
素
敵
な
旅
館
に
連
れ
て
行
っ
て
い

た
。
そ
の
時
に
、
石
川
県
は
素
敵
な
ス
ポ
ッ

ト
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
に
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
と
い
う
事
に
気
づ
く
。

　そ
こ
で
奥
様
の
よ
う
に
移
住
し
て
き
た

方
や
石
川
県
民
に
向
け
て
、
も
っ
と
石
川
県

を
楽
し
め
る
よ
う
な
情
報
を
発
信
し
た

い
！
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
石
川
県
の

魅
力
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
す
る
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
の
運
用
を
開
始
。

　イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
は
2
年
半
で
石
川
県

会員事業所紹介

いしかわ総研

はる夫婦 ▼アラサー夫婦が送る
石川おでかけガイド

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
て
、

1
分
で
石
川
県
の
魅
力
的
な
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
！

代 表
事業内容

所 在 地
M A I L
S N S

エ
リ
ア
最
大
の
お
出
か
け
ア
カ
ウ
ン
ト

（
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
4
・
9
万
人
）と
な
り
、
現

在
は
S
N
S（
主
に
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
）を

使
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P
R
・
集
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・
求
人
募
集
を
希
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事
業
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S
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の
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支
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な
ど
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。
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身
の
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ハ
ウ
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発
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を
活
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し
て

S
N
S
を
使
っ
て
ク
ラ
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ア
ン
ト
の
悩
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を
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決
し
、
過
去
の
依
頼
で
は
、
整
体
院
の
売

上
2
5
0
万
円
U
P
・
温
泉
旅
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の
売
上

2
0
0
万
円
U
P
な
ど
多
く
の
実
績
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る
。

　依
頼
を
受
け
る
と
き
に
大
切
に
し
て
い

る
こ
と
は
、
信
頼
し
て
依
頼
を
し
て
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ラ
イ
ア
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全
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最
高
の

結
果
を
届
け
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こ
と
、
S
N
S
の
パ
ワ
ー
・

発
信
力
を
信
じ
、
最
大
限
活
用
す
る
こ
と
だ

不動智徳
石川県の魅力的なスポット発
信・店舗／企業PR・SNSコン
サル・SNS運用代行
小松市
harulife.ishikawa@gmail.com
＠harulife.ishikawa
（インスタグラム）
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電話、FAXまたは申し込みフォームからお申し込みください。

事業所名

参加者名

TEL.0761-21-3121 FAX.0761-21-3120お申込み方法

令和６年度  小松商工会議所会員大会  特別講演会参加申込書

《演題》『優秀なリーダーの共通点』
講師 金子　恵美 氏

講師プロフィール

特 別 講 演 会特 別 講 演 会

令和6年12月5日（木）14：00～入場
無料

と　き

小松市民センター 大ホールところ
主催：小松商工会議所 共催：公益社団法人小松法人会、石川県商工会議所連合会

令和６年度
小松商工会議所会員大会

※小学生以上どなたでもご参加いただけます。

申込
フォームは
こちら▶

2000年に早稲田大学第一文学部卒業。新潟放送勤務を経て、2003年にミス日本関東代表に選出。村
長だった父の意志を継ぎ2007年新潟市議会議員選挙に立候補し同年に当選。新潟県議会議員を経験
後、2012年に衆議院議員へ。2016年には総務大臣政務官に就任し、放送、行政、IT行政、郵政を担当。
（主な政策テーマ：福祉、IT、地方創生、子育て支援、女性活躍）10年間の議員生活を経て、現在は企
業顧問とテレビコメンテーターなどを中心に活動中。
2022年ベストマザー賞を受賞。

■メディア出演等　テレビ朝日「ビートたけしのTVタックル」、TBS「サンデージャポン」、「Nスタ」、
「選挙特番」、日本テレビ「踊る！！さんま御殿」、読売テレビ「ウェークアップ」、「ダウンタウンDX」、「そ
こまで言って委員会NP」、フジテレビ「めざまし8」、「Mr.サンデー」他

■著書　「許すチカラ」（集英社）、「もしも日本から政治家がいなくなったら」（内外出版社）　

アクサ生命保険株式会社　小松営業所　
〒923-0801　石川県小松市園町ニ－１小松商工会議所ビル１Ｆ
TEL 0761-24-4596 

アクサ生命は、商工会議所と協力し、会員事業所の各種ニーズ（弔慰
金・見舞金制度、退職金制度、リスク対策や事業承継など）を共済制度
／福祉制度でサポートしています。

 


